
Minitab
®
 16 Statistical Software 

 

内容 
 

第1部:  Minitab 16の紹介 

 
第2部:  Minitab 16.2 の新機能 

 

第3部:  Minitab 16.1.1 で解決された問題 

 
第4部:   Minitab 16.2 で解決された問題 

 

第5部:   Minitab 16.2.1 で解決された問題 

 

第6部:  既知の問題と回避方法 

 

===================================================================== 

第1部: Minitab 16の紹介 
===================================================================== 

Minitab 16をご利用いただきありがとうございます。最新リリースには、新しいアシスタント機能など、複数

の新機能および拡張機能が提供されています。また、Minitab 16では、以前のバージョンと同様の使い

やすいユーザーインターフェイスを使用しているため、簡単にMinitab 16に移行していただけます。新機

能は次のとおりです。 

  

 アシスタント - この新しいメニューによって、Minitabをより簡単に使用できるようになり、データを

分析する必要があるすべてのお客様（グリーンベルトの方、初めて統計ソフトを利用される方を

含む）がMinitabに容易にアクセスできるようになりました。[アシスタント]の対話形式のインター

フェイスにより、最適なツールをすばやく見つけてデータを分析できます。[アシスタント]には分

析結果の解釈も表示されるため、分析結果の信頼度が高まります。 

 

 一般回帰 - 交互作用項および多項式の項の指定、回帰係数の信頼区間の計算などが容易化

されました。 

 

 非線形回帰 - 変数間の非線形関係をモデル化します。 

 

 直交回帰 - エラーを含む予測変数の回帰を実行します。 

 

 分割実験計画 - 変更が難しい因子を含む実験の計画を作成および分析します。 

 

 許容限界区間 - 母集団に含まれる所定の比率の限界を計算します。 

 

 ゲージのR&R分析（拡張）- 他の因子の追加、バランス型またはアンバランス型調査の分析、因

子が固定であるか変量であるかの指定などを実行します。 

 

 検出力とサンプルサイズ - 7種類の新しいツールを使用して検出力とサンプルサイズを計算し

ます。 



 

 チュートリアル - 頻繁に使用するツールに関する45個の新しいチュートリアルを参照できます。  
 

 パフォーマンスの向上 - データベースのインポート、プロジェクトファイルを開く、分析の実行な

どの操作が迅速化されました。 

 

 PowerPointやWordへのエクスポート - グラフとセッションウィンドウの出力を直接エクスポート

することで、レポートを簡単に作成できます。 

 

 この他にも多数の機能が用意されています。 

 

すべての新機能の詳細は、www.minitab16.comを参照してください。 

 
 
===================================================================== 

第2部:  Minitab 16.2 の新機能 
===================================================================== 

 G管理図とT管理図 - これらの管理図で希少事象間の時間と機会が監視されます。 

 

 Laney P'管理図とU'管理図 - 

過分散または過小分散のためにP管理図とU管理図が有効でない場合に、計数データの管

理図を作成します。P管理図やU管理図よりもLaney管理図の方が適切かどうかを判断す

るための診断ツールも用意されています。 

 

 Nelson推定法 - 標準偏差を推定するための新しい方法が個別管理図とI-

MR管理図に含まれています。 

 

 ゲージのR&R出力の改善 - 

変動レポートに、再現性成分の作業者、作業者*部品交互作用が追加されました。 

 
 
===================================================================== 

第3部:  Minitab 16.1.1 で解決された問題 
===================================================================== 
 

Minitab 16.1.1 では以下のような問題が解決されています。 
 
 

項目1 
******** 

カイ二乗不良%検定のアシスタント出力で、サンプルの欠陥数が0の場合、またはサンプルの欠陥

数とその試行回数が等しい場合、個々の信頼区間の境界として正しくない値がPower Reportに表

示されます。このような場合に、Minitab は両側信頼区間を片側信頼区間に自動的に変換するこ

とができません。 (159846) 
 

項目2 
******** 

アシスタントの二項分布の工程能力とポアソン工程能力では、0を最大不良品率または最大欠陥

率として受け入れません。 (161340) 
 

http://www.minitab16.com/


項目3 
******** 

一般回帰およびアシスタントの回帰では、値が非常に小さい場合にモデルを適合させることがで

きません。値が小さすぎる場合、一般回帰では主効果のモデルが適合されますが、高次の項は省

略されます。アシスタントの回帰では、モデルを適合できないことを示すエラーが表示されま

す。 (161608) 
 

項目4 
******** 

アシスタントの二項分布の工程能力出力では、[ 統計] > [ 品質ツール] > [ 工程能力分析] > [ 二

項] で使用される「ベンチマークZ」の用語と「工程Z」の用語の間に一貫性がありません。 

(162025) 
 

項目5 
******** 

アシスタントのコマンドは、英語版のMinitab で繁体字中国語の設定を使用しているコンピュー

タでは使用できません。 (162462) 
 

項目6 
******** 

入力列をアシスタントの[ 属性一致性ワークシートの作成] を使用して作成した場合、[ 統計] > 

[ 品質ツール] > [ 属性の一致性分析] に失敗します。 (162661) 
 

項目7 
******** 

ポアソンおよび二項分布の工程能力のアシスタント出力では、欠陥率を目標値未満とする仮説を

棄却できないと、場合によっては「DPUは許容できません」というコメントの結論が不正確にな

ります。 (162902) 
 

項目8 
********* 

2サンプルの不良%のフランス語アシスタントの要約レポートでは、グループ1がグループ2未満

で、p値がα未満かどうかを検定しているときに、[ コメント] フィールドの[ 検定] セクションに

誤った結果が表示されます。 (162954) 
 

項目9 
********* 

カイ二乗適合度検定のアシスタント要約レポートでは、p値がαより大きいと、[ コメント] フィ

ールドの[ 検定] セクションに工程率と目標率が異なると誤って表示されることがあります。p値

が正しい場合でも、コメントが間違っている可能性があります。 (163058) 
 

項目10 
********* 

一般線形モデルでは、モデルに共変量が含まれていると、二元交互作用および交互作用図が正し

くなくなります。 (162846) 
 

項目11 
********* 

COMを使用する場合、変形した直交表に入力された日付値は正しくありません。 (160392) 
 

項目12 



********* 

COMを使用すると、バックグラウンドで Minitab が実行される場合、またはユーザーがコンピュ

ータにログインしていないときに予定されたタスクで Minitab が実行される場合はいつでも、保

存されたプロジェクトが破損します。 (162788) 
 

項目13 
********* 

COMを使用すると、遅延バインドが壊れます。この場合、Windowsはレジストリを使用してオブ

ジェクトタイプを判断します。関連付けられているエラーメッセージは「要素が見つかりませ

ん」です。 (162790)  
 

項目14 
********* 

C1および C2のような列指標を使用してワークシートの式を割り当てた後に[ 計算式を割り当て

る] ダイアログボックスを再度開くと、その列指標が実際の変数名で置き換えられます。列名が

長いためにすべてをまとめると[ 計算式を割り当てる] ダイアログボックスの文字制限を超過して

しまう場合は、この変更によって式の構文が壊れます。 (161712) 
 

項目15 
********* 

Excel から Minitab にセルをコピーして貼り付けるときに、Excel のセルにコメントが含まれる

と、Minitab に貼り付けられたセルに Excel の元のデータ値が反映されません。 (162838) 
 

項目16 
********* 

フランス語版のMinitab では、分割実験計画を作成するときに、誤った名前が列に付けられま

す。たとえば、正しい名前「SB」( Sous-blocs) ではなく、「DC」( Difficile à changer) という名前

が誤って列に付けられます。 (163235) 
 

項目17 
********* 

グラフのタイトルを変更してプロジェクトを保存した後に I - MR管理図を更新すると、アサーシ

ョンエラーまたは実行時例外が発生します。 (126679) 
 

項目18 
********* 

ドイツ語版の Minitab およびドイツ語の地域設定を使用するときに、確率分布プロットを作成

し、曲線をダブルクリックし、[ 陰影部分] タブをクリックして、[ 確率] ラジオボタンを選択する

と、Minitab のダイアログボックスの[ 確率] フィールドに、カンマの小数点セパレータではなく

ピリオドの小数点セパレータが表示されます。 (163094) 
 

項目19 
********* 

Project Manager で、すべての項目をハイライト表示し、右クリックして[ レポートに追加する]

を選択すると、アサーションエラーが発生します。 (162440) 
 

項目20 
********* 



多重変数の工程能力分析（非正規）のダイアログボックスでユーザーが1つの応答列とグループ

変数を入力すると、グループ変数が入力されていないことを示すエラーメッセージが誤って表示

されます。 (163082) 
 

項目21 
********* 

一般回帰では、Box- Coxλの信頼区間が不正確になることがあります。 (162442) 
 

項目22 
********* 

ユーザーがPowerPoint 2000またはそれ以前のバージョンのPowerPointを使用している場合に、

Minitab の出力をMicrosoft PowerPoint に直接送信するオプションを選択すると、アサーション

エラーが発生します。 (162812) 
 

項目23 
********* 

コマンド言語（WOPEN）を使用して CSVまたはタブ区切りファイルをインポートするときに、空

の列を日付として指定すると、実行時例外が発生します。 (163260)  
 

項目24   
********* 

属性の一致性分析ワークシートの作成で[ サンプル標準/ 属性（ワークシート）] を使用すると

き、Minitab では「標準」列と同じ値の順序で「表明」列を作成することができません。(163509) 

 

項目25   
********* 

度数列を使用してパレート図を作成した後に、ラベルを含む列を使ってデータラベルを追加しよ

うとすると、実行時エラーが発生します。(163763)  

 

 

===================================================================== 

第4部: Minitab 16.2 で解決された問題 
===================================================================== 

Minitab 16.2 では以下のような問題が解決されています。 

 

項目1 

******** 

アシスタントの一元配置分散分析（ANOVA）でデータにブラッシング機能を適用すると、不適

切な行がハイライト表示されます。 (164058) 

 

項目2 

******** 

アシスタントのゲージR&R分析の交互作用項に対するp値が欠損することがあり、正確な分析結

果が得られません。 (164328) 

項目3 

******** 

アシスタントのゲージR&R分析出力で、標準偏差から計算されたパーセントの合計が100%になる

必要があるという間違ったメッセージが表示されます。 (164876, 165011) 



項目4 

******** 

アシスタントの仮説検定の決定木で、2サンプルではなく、3つ以上のサンプルのための連関性の

カイ二乗検定に誤ってリンクされます。  (164884) 

項目5 

******** 

1サンプルの観測値が100以下の場合に、アシスタントの前/後工程能力比較のレポートカードの

「データの量」に間違ったステータスアイコンが表示されます。 (164914) 

項目6 

******** 

アシスタントの一元配置分散分析要約レポートで、p値の棒のツールヒントに「平均」ではなく

「標準偏差」が誤って使用されます。 (164994) 

項目7 

******** 

サンプルサイズが15未満の場合、アシスタントの2サンプルtで等分散性の検査が行われません。(

165108) 

項目8 

******** 

RANDOMコマンドで実数の列をサンプリングすると、選択された値がDISCRETEサブコマンドで

不適切に切り捨てられます。 (163901) 

項目9 

********* 

ExcelからMinitabへのデータの貼り付けが失敗し、表明エラーまたはランタイムエラーになりま

す。 (163730, 163778) 

項目10 

********* 

Excelから特殊形式を使用してデータを貼り付けようとすると、エラーは表示されずに操作が失

敗します。 (163814) 

項目11 

********* 

特定の*.XLSXファイルを開くと、インポートしたデータの順序が崩れたり、誤った列に挿入され

たりします。 (148791) 

項目12 

********* 

ODBCを使用して元のデータを新しい情報で上書きすると、グラフが正しく更新されません。 

(164687) 

項目13 

********* 

応答値が非常に大きいと、DOE応答の最適化機能がクラッシュします。 (164541) 



項目14 

********* 

一般回帰で、[モデル]フィールドに含まれていないカテゴリ予測変数は警告が表示されることな

く、モデルから除外されます。 (164779) 

項目15 

********* 
切片なしで回帰モデルを適合し、最初の係数が負の場合、一般回帰で回帰式からマイナス記号が

誤って省略されます。ただし、係数の表にはマイナス記号が正しく表示されます。 (165273) 

項目16 

********* 

正規性検定でXPPOINTコマンドとXWORDコマンドを使用すると、表明エラーが発生します。  

(165065) 

項目17 

********* 

アシスタントの対応のあるt診断レポートで点にブラッシングを使用すると、ワークシートで誤

った行がハイライト表示されます。 (164077) 

 

項目18 

********* 

ゲージR&R分析で50以上の反復測定値があると、正確な結果が得られません。 (165425) 

 

項目19 

********* 

ベイズ（Bayes）分析の実行時に、パラメトリック分布分析（右打ち切り）で誤ったカイ二乗自

由度の値が使用されます。 (165371) 

項目20 

********* 
カスタム分割実験計画を定義する際に、初期定義に変更が難しい因子が含まれていないと、 

[下限/上限]サブダイアログボックスに正しい因子水準が入力されません。  (164358) 

項目21 

********* 

混合DOEで、すべての成分の上限が等しい場合、トレースに表示されるデフォルトの参照配合が

間違っていることがあります。 (164408) 

項目22 

********* 

Xbar-R法のゲージのR&R（交差）分析に使用されるd2の値が極端に四捨五入されます。 (164804) 

 

項目23 

********* 

棒グラフや箱ひげ図で単一グラフに複数のYを重ねて表示したとき、y-

値データラベルは正しくグラフに表示されますが、単一データラベルをダブルクリックして[デ



ータラベルの編集]ダイアログボックスを表示すると、[テキスト]フィールドに正しい値が表示さ

ません。 (148375) 

 

項目24   

********* 

分散分析（ANOVA）のTukeyの多重比較のグループ化情報表に表示されるグループ化が間違って

いることがあります。 (165534) 

 

項目25   

********* 

特定のWindowsの地域設定で、計算機の関数"TIME"が誤った値を返します。  (163943) 

 
 

===================================================================== 

第5部: Minitab 16.2.1 で解決された問題 
===================================================================== 

Minitab 16.2.1 では以下のような問題が解決されています。 

 

項目1   

******** 

アシスタント > 工程能力分析 > 工程能力分析でスナップショットを選択し、ダイアローグボッ

クスを記入した後OKをクリックすると、ランタイムエラーが発生することがあります。
(166541) 
 

項目2   

******** 

Minitab16.1.0または 16.1.1上で、ある特定の管理図を含むプロジェクトをセーブした後、その

ファイルを Minitab16.2.0上で開いた時に、次のいずれかの問題が発生する場合があります。こ

れらのチャートが正確に再現されない。アサーションエラーが表示される。チャートを使用もし

くは編集しようとするとコンピューターがフリーズする。Minitab16.2.1では、Minitab16すべて

のバージョンのファイルを問題なく開くことができます。この問題の原因となるチャートは、ア

シスタントのすべての管理図とタイプ Iゲージ分析、T二乗チャート、T二乗一般化分散図、

CUSUM管理図です。(166535) 

 
項目3   

******** 

カットポイントがあるヒストグラムが、列内のすべてのデータを使用しない場合があります。
(166488) 

 
項目4   

******** 

ある特定のハードウェア設定上で、混合実験計画の応答曲面プロットを実行した時、ユーザーの

コンピューターがフリーズする場合があります。(164625) 

 
 
 
===================================================================== 

第6部: 既知の問題と回避方法 
===================================================================== 



項目1 

******** 

DMAICツールバーのメニュー上で、コマンドは正常に機能しますが、間違ったアイコンが表示

されます。 

 

回避方法: メニューでツール>カスタマイズを選択した後に、DMAICツールバーのアイテムを右

クリックし、リセットを選択します。すべてのアイテムに繰り返し行い、正しいアイコンを表示

させます。 

 

項目2 

******** 

[グラフ]メニューまたは[統計]メニューからコマンドを選択すると、表明エラーが発生します。 

(164250) 

 

回避方法:Minitab技術サポートに連絡して、この問題のトラブルシューティングを行ってください

。 

 

項目3 

******** 

応答値がゼロに非常に近い場合、要因計画の分析で表明エラーが発生します。 (164390) 

 

回避方法:このエラーを回避するには、応答値に定数（10、100、または1000）を乗じてから分析

を再実行してください。   

 

項目4 

******** 

[ データ] > [ ワークシートのサブセット化] を使用し、引数に基づく条件に従ってデータを含め

たり除外したりするとき、#記号が含まれている条件が無視されます。たとえば、C1 = "Item#5" 

or C2 = "A" のようなサブセット構文の場合、C2を含む条件は無視されます。 (163243) 
 

回避方法:# 記号を含む条件を条件ステートメント全体の最後に移動する（つまり、C2 = "A" or 

C1 = "Item#5" ）か、または毎回引数が1つの条件ステートメントを使用して[ データ] > [ ワーク

シートのサブセット化] を複数回実行します。 
 

項目5 

******** 

Delete キーの動作が変更されました。Minitab 16 でワークシートのセルを削除すると、削除されたセルは

欠損値で置き換えられます。列の長さは変わりません。(145693) 

 

項目6 

******** 

まれに、Minitab プロジェクトファイル（*.MPJ）が破損し、Minitab で開けなくなります。(124217) 

 

回避方法: プロジェクトのバックアップファイル（同じフォルダにある破損したプロジェクトファイルと同じ名

前の*.BAK ファイル）を検索します。Minitab の新しいインスタンスを起動し、*.BAK ファイルを Minitab に

ドラッグアンドドロップします。ほとんどの場合、この方法でプロジェクトを復旧できます。プロジェクトを復

旧できた場合は、すぐにそのプロジェクトを新しいファイル名で保存してください。このバックアップ方法で

復旧できない場合は、Minitab 技術サポート（http://www.minitab.com/contacts）に連絡してください。  
 

項目7 



******** 

[グラフ変数]フィールドに多数の列を入力すると、長いコマンド文字列を解析する問題が発生し、棒グラ

フおよびラインプロットを作成できず、エラーメッセージが表示される場合があります。(6741) 

 

回避方法: [グラフ変数]項目の長い列名を列番号で置き換えます（たとえば、C1 の長い変数名である「

受注から配達までの時間合計」の代わりに「C1」と入力します）。C1 C2 C3...のように列番号を列挙して
入力すると列数が多くなり、同様のエラーメッセージが表示される場合は、コマンド言語を使用して目的

のグラフを作成します。CTRL+ALT+H キーを押すと履歴が表示され、問題の発生しているグラフに対応

するコマンドがハイライト表示されます（コマンドは一覧の上から下に向かって時系列に表示されます）。

ハイライト表示されたコマンドを右クリックして[コマンドラインエディタ]を選択します。複数の行をラッピン

グしているコマンドが表示されます。アンパサンド（&）を削除します。   
 

項目8 

******** 

経験 CDF、ヒストグラム、および確率プロット（PPLOT）では、制約付きドメインでの分布を指定した場合（

例: 正のデータを排他的にモデル化する対数正規分布）、変数が制約に違反している場合（例: 入力列

に 0 が含まれている）、およびグラフの[データオプション]サブダイアログボックスを使用してデータをセブ

セット化し、問題のある値を除外した場合、ドメインの制約により、選択した分布がデータに適さないこと

を示すエラーメッセージが誤って表示されます。(143049) 

 

回避方法: グラフを作成する前に、[データ] > [ワークシートのサブセット化]を使用して、問題のある値を

除外する新しいワークシートを作成します。  
 

回避方法: 正規分布を使用してグラフを作成し、表示されるグラフの曲線をダブルクリックして別の分布

を選択することにより、分布を変更します。  
 

項目9 

******** 

まれに、グラフを右クリックした後、メニューから項目を選択するか、メニューの外側をクリックしてもメニュ

ーが非表示にならない場合があります。(138680) 

 

回避方法: Minitab ウィンドウを最小化してから元のサイズに戻します。 

 

項目10 

******** 

別の列を挿入、削除、または移動したためにグラフの基準となっている列の位置が変わると、ワークシー

トへのグラフリンクが壊れ、グラフの更新およびブラッシングができなくなります。(6470) 

 

項目11 

******** 

複数のグラフが 1 つのコマンドで作成されている場合、いずれかのグラフを閉じると、他のグラフでワー

クシートへのリンクが失われ、ブラッシングおよび更新ができなくなります。 

(8957) 

 

項目12 

******** 

ワークシートの行を並べ替えると、応答の最適化機能で得られる結果が異なります。たとえば、[スタート

] > [実験計画法（DOE）] > [計画を表示]を使用して実行順序から標準順序に切り替えると、応答の最適

化機能で得られる結果が異なります。(40434) 



 

項目13 

******** 

次の一連のコマンドを実行すると、無効なサブコマンドに関するエラーメッセージが誤って表示されます。

[統計] > [実験計画法（DOE）] > [要因計画] > [要因計画の作成]を選択して、[一般完全実施要因計画]

を選択します。計画を作成する各ダイアログボックスで、[計画]をクリックして複数の反復を指定し、[反復

時のブロック]をオンにして、[OK]をクリックします。[統計] > [実験計画法（DOE）] > [要因計画] > [要因

計画の作成]に戻り、計画を作成する各ダイアログボックスで、[2 水準要因計画]を選択し、[計画]をクリ

ックして[OK]をクリックします。この時点でコマンドがエラーになり、エラーメッセージが表示されます。

(40574) 

 

回避方法: 2 水準要因計画を作成するダイアログボックスに戻り、F3 をクリックしてダイアログボックスを

リセットしてから操作を続行します。 

 

項目14 

******** 

入力列の値がすべて同じ場合、[クラスター分析 - 観測値]（[標準化された変数]オプションをオンに設定

）と[クラスター分析 - 変数]に実行時例外エラーが表示されます。別の列に欠損値が含まれる場合、問

題のある列に複数の値が含まれていても、この状況が発生することがあります。列に欠損値が含まれる

場合、Minitab ではすべての列で行全体が無視されます。これらの行を無視した後、問題のある列の残

りの値がすべて同じであれば、実行時例外エラーが発生します。(7728) 

 

項目15 

******** 

回帰コマンドのうち、コマンド言語を介してのみ呼び出し可能な保存サブコマンド（SPVALUE、SPMODEL

、SVIF、SS、SRSQ、SRSADJ、SPRESS、SRSPRED、SDW、SANOVA）が削除されました。(137210) 

 

項目16 

******** 

[アシスタント]メニューにより、対話形式の[コメント]フィールドを特徴とする要約レポートが生成されます

。このフィールドのサイズは変更できません。(156035) 

 

項目17 

******** 

[ツール] > [オプション]で設定された設定選択は、[アシスタント]メニューによって生成されるレポートで

の出力表示には適用されません。(158314) 

 

項目18 

******** 

まれに、プロジェクトファイルを開いたときに「プロジェクトファイルMYFILENAME.MPJの読み込み中にエ

ラーが発生しました。」というエラーメッセージが表示されます。（8548、8610、8908） 

 

回避方法: プロジェクトのバックアップファイル（同じフォルダにある破損したプロジェクトファイルと同じ名

前の*.BAK ファイル）を検索します。Minitab の新しいインスタンスを起動し、*.BAK ファイルを Minitab に

ドラッグアンドドロップします。ほとんどの場合、この方法でプロジェクトを復旧できます。プロジェクトを復

旧できた場合は、すぐにそのプロジェクトを新しいファイル名で保存してください。このバックアップ方法で

復旧できない場合は、Minitab 技術サポート（http://www.minitab.com/contacts）に連絡してください。  
 

項目19 



******** 

メニューまたはツールバーのアイコンをクリックすると実行時例外が生成され、多くの場合、グローバル

宣言行を指しています。（7481、41577） 

 

回避方法: この問題は、VBSCRIPT.DLLのバージョンが無効または壊れていることが原因で発生する場

合があります。Minitabのナレッジベース/FAQで説明されている解決方法を参照してください。 

http://www.minitab.com/support/answers/answer.aspx?id=1679 

 

項目20 

******** 

ステップワイズ回帰を使用して混合計画をプロセス変数で分析したときに、1つ以上のプロセス変数がス

テップワイズによって除外されると、除外されたプロセス変数が係数ゼロでセッションウィンドウ出力に表

示されます。そのため、モデル結果のグラフ（等高線プロット、曲面プロット、および最適化プロットを含む

）には、応答に影響しない除外されたプロセス変数が（モデルに含まれていなかったとしても）表示されま

す。(9047) 

 

回避方法: 除外されたプロセス変数なしで分析を再実行します。 

 

項目21 

******** 

アジア向けのオペレーティングシステムを使用している場合は、セッションウィンドウやReportPadの内容

をHTML形式で保存できません。(8988) 

 

項目22 

******** 

ウィルス検索プログラムによってインストールプロセスが中断されたり、MSIEXEC.EXEファイルが有害な

スクリプトであると指摘されたりする場合があります。  

回避方法: インストール前にウィルス検索プログラムを無効にするか、警告が表示されたときにスクリプト

の続行を許可する肯定的な選択を行います。 

 

項目23 

******** 

次のすべての事項が当てはまる場合、3Dグラフを作成すると、グラフ生成中にコンピュータがロックする

ことがあります。 

 使用中のPCに特定のグラフィックチップセット（ほとんどの場合、Intel828xxチップセット）が含ま

れている。 

 Minitabの[ツール] > [オプション] > [グラフィックス] > [他のグラフィックオプション]設定で、

OpenGLを使用している （OpenGLはデフォルトです）。 

 [コントロール パネル]の[画面のプロパティ] > [設定] > [詳細設定] > [トラブルシューティング]

で、[ハードウェア アクセラレータ]が[最大]になっている （これはデフォルトです）。(6501) 

 

回避方法: 特定のビデオカードに対応する最新のビデオドライバにアップグレードすると、この問題を解

決できることがあります。 

 

回避方法: Minitabで、[ツール] > [オプション] > [グラフィックス] > [他のグラフィックオプション]を選択し

て、[3DグラフにGDIを使用する]をオンにするか、ビデオカードのハードウェアアクセラレーションをオフに

します。 

 



項目24 

******** 

[マイフットノート]設定選択オプションは、レイアウト機能を利用するグラフに含まれていません。 

 

項目25 

******* 

一部のPostScriptプリンタで3Dグラフを印刷すると、時間がかかります。 

 

回避方法: PostScript以外のプリンタドライバを使用して3Dグラフを印刷します。 

 

項目26 

******** 

PCLプリンタドライバを使用して3Dグラフを印刷すると、垂直線が表示される場合があります。 

 

回避方法: PostScriptプリンタドライバを使用して3Dグラフを印刷します。 

 

項目27 

******** 

各種グラフにテキストを表示すると、そのテキストがディザリングされて（薄い色で）表示される場合があ

ります。 

 

回避方法:  

Windows XPの場合: デスクトップの任意の場所を右クリックして、[プロパティ]を選択し、[デザイン]タブを

クリックして[効果]をクリックし、[次の方法でスクリーン フォントの縁を滑らかにする]をオフにします。 

 

Vistaの場合: デスクトップの任意の場所を右クリックして、[個人設定]を選択し、[ウィンドウの色とデザイ

ン]をクリックして[詳細な色のオプションを設定するにはクラシック スタイルの [デザイン] プロパティを開

きます]をクリックします。次に、[効果]をクリックして、[次の方法でスクリーン フォントの縁を滑らかにす

る]をオフにします。 

 

Windows 7の場合: [コントロール パネル]を開きます。[システムとセキュリティ]をクリックし、[システム]を

クリックして[システムの詳細設定]をクリックします。[パフォーマンス]の下の[設定]を選択します。[視覚

効果]タブで[スクリーン フォントの縁を滑らかにする]をオフにします。  
 

項目28 

******** 

グラフを特定のカラープリンタで印刷したときに、グラフ内で一部のデフォルト色を区別しにくい場合があ

ります。(6304) 

 

回避方法: [ツール] > [オプション] > [グラフィックス] > [データ表示]または[グループによるデータ表示]

で、色の設定選択を変更します。 

 

項目29 

******** 

Project Managerの[グラフ]フォルダでグラフ名を右クリックしてグラフをJPG、PNG、TIF、またはBMP形式

で保存すると、インチあたりのドット数（dpi）でカスタマイズされた解像度が認識されません。 

回避方法: グラフウィンドウを選択して、[ファイル] > [グラフに名前を付けて保存する]を選択します。 


